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(57)【要約】
【課題】
　複数の発光色の光を射出させることができる有機ＥＬ
パネルを提供する。
　【解決手段】
　一対の第一電極２と第二電極６との間に少なくとも有
機層５を狭持することで、電極に電流を流すことで、所
定の色の光を発する有機ＥＬ素子を形成し、支持基板１
は、有機ＥＬ素子を支持し、封止部材８は、有機ＥＬ素
子を前面から覆うことで、有機ＥＬ素子を支持基板１と
の間で封止し、温度変化により可逆的に色が変化する発
色体７を、有機ＥＬ素子と封止部材８との間に設ける。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極間に少なくとも有機層を狭持してなる有機ＥＬ素子と、前記有機ＥＬ素子を
支持する支持基板と、前記有機ＥＬ素子を前記支持基板との間に封止する封止部材と、前
記有機ＥＬ素子と前記封止部材との間に、温度変化により可逆的に色が変化する発色体と
、を備える、ことを特徴とする有機ＥＬパネル。
【請求項２】
　前記発色体は、所定の温度閾値で色が変化する変色体を有し、
　前記温度閾値は、前記有機ＥＬ素子を通常駆動した際に上昇する温度範囲内の温度であ
る、ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項３】
　前記発色体は、前記温度閾値の異なる複数種の前記変色体を有する、ことを特徴とする
請求項１に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項４】
　前記発色体は、前記温度閾値以下で消色する、ことを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の有機ＥＬパネル。
【請求項５】
　前記発色体は、前記温度閾値以上で消色する、ことを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の有機ＥＬパネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明などに用いられる有機ＥＬパネルに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＩＴＯ（インジウム・ティン・オキサイド）などの透明導電材料からなる透明な
陽極層と、アルミニウムなどからなる陰極層との間に、有機質の蛍光材料を含む発光層が
直接的又は間接的に狭持された有機ＥＬ素子がある。
【０００３】
　このような有機ＥＬ素子の発光層に色素をドープすることにより、発光色の調節を行っ
た有機ＥＬ素子が、特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－１７６６３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しなしながら、特許文献１のような有機ＥＬ素子の発光方法においても、有機ＥＬ素子
が光を出射し、この出射した光が発光層の色素により着色されるだけで、１種類の色光の
みを出射するものであり、複数の発光色で発光させることができなかった。
【０００６】
　そこで本発明は、前述の課題を鑑みて、簡単な構成により、複数の発光色で発光させる
ことができる有機ＥＬパネルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述した課題を解決するため、第一の観点における有機ＥＬパネルは、一対の電極間に
少なくとも有機層を狭持してなる有機ＥＬ素子と、前記有機ＥＬ素子を支持する支持基板
と、前記有機ＥＬ素子を前記支持基板との間に封止する封止部材と、前記有機ＥＬ素子と
前記封止部材との間に、温度変化により可逆的に色が変化する発色体と、を備えるもので
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ある。
【０００８】
　また、第二の観点における有機ＥＬパネルにおいて、前記発色体は、所定の温度閾値で
色が変化する変色体を有し、前記温度閾値は、前記有機ＥＬ素子を通常駆動した際に上昇
する温度範囲内の温度とするものである。
【０００９】
　また、第三の観点における有機ＥＬパネルにおいて、前記発色体は、前記温度閾値の異
なる複数種の前記変色体を有するものである。
【００１０】
　また、第四の観点における有機ＥＬパネルにおいて、前記発色体は、前記温度閾値以下
で消色するものである。
【００１１】
　また、第五の観点における有機ＥＬパネルにおいて、前記発色体は、前記温度閾値以上
で消色するものである。
【発明の効果】
【００１２】
　簡単な構成により、複数の発光色で発光させることができる有機ＥＬパネルを提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る有機ＥＬパネルを示す（ａ）正面図と（ｂ）断面図であ
る。
【図２】上記実施形態に係る有機ＥＬ素子を構成する層の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、ドットマトリクス型の有機ＥＬパネル１００に本発明を適用した実施形態を添
付の図面に基づいて説明する。
【００１５】
　図１において、有機ＥＬパネル１００は、支持基板１と、有機ＥＬ素子（第一電極（陽
極）２と、絶縁層３と、隔壁部４と、有機層５と、第二電極（陰極）６）と、発色体７と
、封止部材８とから主に構成されている。
【００１６】
　支持基板１は、長方形形状からなる透光性のガラス基板である。
【００１７】
　第一電極２は、例えばＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ Ｔｉｎ Ｏｘｉｄｅ）等の透光性の導電材
料をスパッタリングあるいは蒸着法等の方法で支持基板１上に層状に形成され、例えばフ
ォトリソグラフィー法にてストライプ状にパターニングしてなるものであり、表面がＵＶ
／Ｏ３処理やプラズマ処理等の表面処理を施されている。
【００１８】
　絶縁層３は、ポリイミド系やフェノール系等の絶縁材料からなるものでフォトリソグラ
フィー法等の手段によって支持基板１上の非発光個所に所定の形状にて形成される。絶縁
層３は、第一電極２の間に形成されるとともに第一電極２と若干重なるように形成され、
第一電極２と第二電極６との間を絶縁するものである。
【００１９】
　隔壁部４は、例えばフェノール系等の絶縁材料からなるものであり、フォトリソグラフ
ィー法等の手段によって断面が例えば逆テーパー状に形成される。隔壁部４は第一電極２
及び絶縁層３上においては第一電極２と略直角に交わるように形成され、また、支持基板
１上の後述する第二電極６に対応する個所においては図１（ａ）に示すように支持基板１
の積層体形成面側から見て円弧状となるように形成される。
【００２０】
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　有機層５は、第一電極２及び絶縁層３上に形成されるものであり、図２に示すように、
正孔注入輸送層５１，第一の発光層５２，第二の発光層５３，電子輸送層５４及び電子注
入層５５を蒸着法等の手段によって順次積層形成してなり、膜厚６０～１５０ｎｍ程度の
層状となるものである。
【００２１】
　正孔注入輸送層５１は、第一電極２から正孔を取り込み第一，第二の発光層５２，５３
へ伝達する機能を有し、例えばアミン系化合物等の正孔移動度が高い正孔輸送性材料を蒸
着法等の手段によって膜厚１５～４０ｎｍ程度の層状に形成してなる。
【００２２】
　第一の発光層５２は、図２に示すように、第一のホスト材料５２ｃに、発光性材料とし
て第一のドーパント５２ａ及び正孔輸送材料として第二のドーパント５２ｂを共蒸着法等
の手段によってドープし、膜厚２０～６０ｎｍの層状に形成してなる。
　第一のホスト材料５２ｃは、正孔及び電子の輸送が可能であり、正孔及び電子が輸送さ
れて再結合することで発光を示す機能を有し、例えばジスチリルアリーレン誘導体やアン
トラセン誘導体等からなる。
　第一のドーパント５２ａは、電子と正孔との再結合に反応してアンバー色（橙色）発光
する機能を有する。
　第二のドーパント５２ｂは、正孔移動度が高く電子移動度が低い正孔輸送性の特性を有
する。
【００２３】
　第二の発光層５３は、図２に示すように、第二のホスト材料５３ｃに、発光性材料とし
て第三のドーパント５３ａ及び正孔輸送材料として第四のドーパント５３ｂを共蒸着法等
の手段によってドープし、膜厚２０～６０ｎｍの層状に形成してなる。
　第二のホスト材料５３ｃは、正孔及び電子の輸送が可能であり、正孔及び電子が輸送さ
れて再結合することで発光を示す機能を有し、例えばジスチリルアリーレン誘導体やアン
トラセン誘導体等からなる。
　第三のドーパント５３ａは、電子と正孔との再結合に反応して青色発光する機能を有す
る。
　第四のドーパント５３ｂは、正孔移動度が高く電子移動度が低い正孔輸送性の特性を有
する。
【００２４】
　電子輸送層５４は、電子を第一，第二の発光層５２，５３へ伝達する機能を有し、例え
ばキレート系化合物であるアルミキノリノール（Ａｌｑ３）等の電子輸送性材料を蒸着法
等の手段によって膜厚８～３０ｎｍ程度の層状に形成してなる。
【００２５】
　電子注入層５５は、第二電極６から電子を注入する機能を有し、例えばフッ化リチウム
（ＬｉＦ）を蒸着法等の手段によって膜厚０．５ｎｍ程度の層状に形成してなる。また、
電子注入層５５は、リチウムキノリン（Ｌｉｑ）でもよい。
【００２６】
　第二電極６は、アルミニウム（Ａｌ）やマグネシウム銀（Ｍｇ：Ａｇ）等の導電性材料
を蒸着法等の手段によって膜厚５０～２００ｎｍ程度の層状に形成してなるものであり、
隔壁部４によってストライプ状に切断される。
【００２７】
　以上のように、支持基板１上に第一電極２と有機層５と第二電極６とを順次積層して有
機ＥＬ素子を得る。前記各有機ＥＬ素子はマトリクス状に配置され、発光表示部を構成す
る各発光画素となる。なお、複数の有機ＥＬ素子をマトリクス状に配設するものでなく、
大きな有機ＥＬ素子単体で形成してもよい。
【００２８】
　発色体７は、図示しない透明な吸湿剤や充填剤に、温度により色が変化するサーモクロ
ミズムを示す変色剤（図示しない）を添加したものであり、支持基板１，第一電極２，絶
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縁層３，隔壁部４，有機層５，第二電極６と、後述する封止部材８との間に充填される。
【００２９】
　吸湿剤は、化学的あるいは物理的に水分を吸着する吸湿作用を有するものであり、例え
ば、活性アルミナ、モレキュラシーブス、酸化カルシウムあるいは酸化バリウム等の無機
材料と樹脂材料とを混合したクリーム状あるいはペースト状または液状に形成される。充
填剤は、放熱性フィラーを含むゲル化剤からなり、有機層５などから発生した熱を後述す
る封止部材８などから外部に放出する媒体となるものである。放熱性フィラーとしては、
溶剤や水分を一切含まないアルミナ、シリカ、シリコン、または鉄、亜鉛、銅、銀などの
酸化物や窒化物、あるいはこれらを絶縁性の樹脂で覆ったものが用いられる。
【００３０】
　変色剤は、温度により可逆的に発色または消色するものであり、具体的に例えば、２５
℃以下で発色し、３５℃（温度閾値）以上で消色するサーマルカラーや、３０℃（温度閾
値）以下で消色し、４０℃以上で発色する感温液晶カプセルなどであり、上述した吸湿剤
または／および充填材に添加される。すなわち、この変色剤を添加した発色体７により、
有機層５が白色の光を出射するものである場合、変色剤が消色の際、有機ＥＬパネル１０
０は、白色の光を出射する。また、変色剤が発色した際、有機ＥＬパネル１００は、変色
剤の発色した色の光を出射する。
【００３１】
　有機ＥＬパネル１００を駆動した場合、駆動回路などから熱が発生する。この発生した
熱により発色体７が温められ、有機ＥＬパネル１００の温度上昇に従い、発色体７がより
強く発色（発色体７がより消色）することになり、有機ＥＬパネル１００が出射する光の
色を変えることができる。
【００３２】
　封止部材８は、例えばガラス材料からなる成型ガラス或いは平板部材をサンドブラスト
、切削及びエッチング等の適宜方法で凹形状に形成してなるものである。封止部材８は、
例えば紫外線硬化性エポキシ樹脂からなる接着剤８１を介して支持基板１上に気密的に配
設することで、封止部材８と支持基板１とで第一電極２，絶縁層３，隔壁部４，有機層５
，第二電極６及び発光体７を封止する。封止部材８は、第一電極２の端部および第二電極
６の端部が外部に露出するように支持基板１よりも若干小さめに構成されている。なお、
封止部材８は平板状であってもよく、その場合封止部材８はスペーサーを介して支持基板
１上に配設される。
【００３３】
　以上のように、本実施形態における有機ＥＬパネル１００は、一対の電極（２，６）間
に少なくとも有機層５を狭持してなる有機ＥＬ素子と、前記有機ＥＬ素子を支持する支持
基板１と、前記有機ＥＬ素子を前記支持基板１との間に封止する封止部材８と、前記有機
ＥＬ素子と前記封止部材との間に、温度変化により可逆的に色が変化する発色体７と、を
備えたものであり、斯かる構成により、簡単な構成により、複数の発光色の光を射出させ
ることができる。
【００３４】
　なお、本発明は、以上の実施形態及び図面によって限定されるものではない。本発明の
要旨を変更しない範囲で、適宜、実施形態及び図面に変更（構成要素の削除も含む）を加
えることが可能である。以下に変形の一例を示す。
【００３５】
　温度により可逆的に発色または消色する変色体は、変色する温度閾値が異なる複数種の
変色体を発色体７に添加してもよい。
【００３６】
　また、発色体７の温度を冷却または／および加熱することが可能なサーモモジュールを
有機ＥＬパネル１００に設けてもよく、斯かる構成により、発色体７の温度を制御するこ
とで有機ＥＬパネル１００から出射される光の色を制御することができる。
【符号の説明】
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【００３７】
　１００　　有機ＥＬパネル
　　　１　　支持基板
　　　２　　第一電極
　　　３　　絶縁層
　　　４　　隔壁部
　　　５　　有機層
　　　６　　第二電極
　　　７　　発色体
　　　８　　封止部材
　　５１　　正孔注入輸送層
　　５２　　第一発光層
　　５２ａ　第一のドーパント
　　５２ｂ　第二のドーパント
　　５２ｃ　第一のホスト材
　　５３　　第二発光層
　　５３ａ　第三のドーパント
　　５３ｂ　第四のドーパント
　　５３ｃ　第二のホスト材
　　５４　　電子輸送層
　　５５　　電子注入層
　　８１　　接着剤

【図１】 【図２】
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